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安
心
し
て
健
康
に
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
を
目
指
し
て
、『
第
３
期
都
城

市
地
域
福
祉
計
画
』が
作
ら
れ
ま
し

た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
、
地
域
福
祉

関
係
者
21
名
か
ら
な
る
策
定
委
員
会

（
委
員
長
・
同
志
社
大
学
永
田
祐
教

授
）で
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計

画
に
よ
っ
て
、
社
会
的
孤
立
や
差
別

の
な
い「
地
域
共
生
社
会
」づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
計
画
期
間
は

令
和
２
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
の
５

年
間
で
す
。

住
民
の
抱
え
る
複
合
化
・
複
雑
化

し
た
地
域
生
活
課
題
を
早
期
に
把
握

し
、
適
切
な
支
援
・
対
応
を
行
う
た

め
、
解
決
困
難
に
な
る
前
の
早
期
の

課
題
把
握
の
体
制
づ
く
り
と
支
援
関

係
機
関
と
の
連
携
体
制
づ
く
り
を
す

す
め
ま
す
。

現
在
の
複
雑
化
し
た
地
域
生
活
課

題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
公
的
支

援
制
度
だ
け
で
は
対
応
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
住
民
一
人
ひ
と
り

が
地
域
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
、
あ

ら
ゆ
る
住
民
が
役
割
を
持
ち
、
地
域

で
の
助
け
合
い
や
支
え
合
い
の
活
動

を
推
進
し
、
身
近
な
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
の
誰
も
が
安
心
し
て
地
域

生
活
を
送
る
た
め
、
社
会
的
孤
立
が

な
く
、
社
会
的
排
除
を
す
る
こ
と
な

く
、
地
域
に
あ
る
資
源
を
活
用
し
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
就
業
や
地
域
活

動
な
ど
の
社
会
参
加
に
よ
る
役
割
を

持
ち
、
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、

最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

社
協
で
は
、
こ
の
計
画
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に『
第
４
次
都
城
市
地

域
福
祉
活
動
計
画
』を
今
年
度
中
に

策
定
す
る
予
定
で
す
。
い
わ
ば
、
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
す
。
地
域
福
祉

の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
し
、
都
城

市
を
さ
ら
に
住
み
良
い
地
域
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
地
域
住
民
の
み
な

さ
ま
の
さ
ら
な
る
参
加
や
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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特集 完成！第３期都城市地域福祉計画 … 1
特集「福祉教育ガイドブック」完成！ … 2
わがまちじまん「妻ケ丘編」………… 3
人生を豊かに「NPO法人桜ます」 … 3

ど
ろ
ん
こ
遊
び
が
楽
し
い
季

節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど

も
達
は「
待
っ
て
ま
し
た
！
」

と
ば
か
り
に
園
庭
で
水
遊
び
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
谷
頭
こ
ど

も
園（
山
田
町
）で
は
水
、
砂
、

土
を
自
由
に
使
っ
て
遊
べ
る
環

境
を
整
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も

達
が
成
長
す
る
過
程
で
、
そ
れ

ら
を
使
っ
て
思
い
っ
き
り
遊
ぶ

こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
た
っ
ぷ
り
、
じ
ゃ

ぶ
じ
ゃ
ぶ
水
を
い
っ
ぱ
い
使
っ

て
、時
間
が
た
つ
の
も
忘
れ
て
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
好
き

な
だ
け
向
か
い
合
う
こ
と
が
で

き
た
子
ど
も
達
は
、
心
地
よ
い

解
放
感
を
味
わ
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
全
身
を
使
っ
た
遊
び
で

適
度
な
刺
激
と
な
り
、
皮
膚
が

鍛
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
視
覚
や

聴
覚
、味
覚
、触
覚
、臭
覚
の
五

感
も
発
達
し
ま
す
。
豊
か
な
感

性
を
磨
く
こ
と
も
で
き
る
、
幸

せ
な
ひ
と
時
な
の
で
す
。

社会福祉法人
都城市社会福祉協議会

〒885-0077 宮崎県都城市松元町4街区17号
TEL（0986）25-2123　FAX（0986）25-2103
E-mail info@m-syakyo.or.jp
URL http://www.m-syakyo.or.jp

特 集

完
成
！
第
３
期
都
城
市
地
域
福
祉
計
画

男女共同参画社会基本法の公布・施行
日である平成 11 年６月 23 日を踏まえ、
毎年６月 23 日から 29 日までの１週間を

「男女共同参画週間」としています。今年の
キャッチフレーズは、「そっか。いい人生
は、いい時間の使い方なんだ。」「ワクワク・
ライフ・バランス」であり、宮崎県内でも
さまざまなイベントを通して男女共同参画
社会基本法の目的や基本理念について理解
を深めることを目指しています。

6月23日〜29日
男女共同参画週間

今日は何の日？

視覚障がい者向けに音声デイジー版の「ごー! ごー!! ちいき」も発行しています視覚障がい者向けに音声デイジー版の「ごー! ごー!! ちいき」も発行しています

令和２年６月15日発行

水、砂、土を使って遊ぶことは、子どもたちの
身も心も開放します。

Vol.2

№85
2020

Sustainable Development Goals（ 持
続可能な開発目標）の略称。

極度の貧困と飢餓の撲滅を目標としたＭ
ＤＧｓ（2001 年）の後継として、2015 年
9 月の国連サミットで採択された「持続可
能な開発のための 2030 アジェンダ」に掲
げられた、持続可能でよりよい世界を目指
す 2016 年から 2030 年までの国際目標で
す。17 のゴール・169 のターゲットから
構成され、地球上の「誰一人取り残さない」
ことを誓っています。（出典：外務省 HP）

「ＳＤＧｓ」

これって
どんな意味？

福祉トレンドキーワード

遊
び
ス
ト

「
ど
ろ
ん
こ
遊
び
」

ちいきちいき
ごー!ごー!ごー!!ごー!!

第３期都城市地域福祉計画表紙

（エス・ディー・ジーズ）

ふ
く
し
の
ま
ち 

都
城

分
野
を
越
え
て
み
ん
な

で
支
え
る
体
制
づ
く
り

共
に
支
え
合
う
お
互
い

様
の
地
域
づ
く
り

一
人
ひ
と
り
を
支
え
る

基
盤
づ
く
り

施策の体系図
１ 分野を超えてみんなで支える体制づくり

1−1　相談窓口の充実
1−2　包括的な支援体制の仕組みづくり
1−3　分野を超えたサービスの推進
1−4　ソーシャルワーク等人材の専門性向上
1−5　社会福祉協議会の組織基盤の強化

２ 共に支え合うお互い様の地域づくり
2−1　地域福祉の応援団の確保
2−2　地域でつながる機会の充実
2−3　生活困窮者支援の充実

３ 一人ひとりを支える基盤づくり
3−1　社会参加の機会の確保・創出
3−2　社会福祉法人の地域における取組の推進
3−3　子どもがいきいきと成長できる環境
3−4　「その人らしく」生きるための支援
3−5　多様な地域生活課題への対応

～
心
が
開
放
さ
れ
る
瞬
間
～

都城市社会福祉協議会
公式HPはコチラから
スマートフォンでQRコードを読み込んでください。

➡

1 この広報紙は赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しております。
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広告掲載スペース

厚
生
労
働
省
よ
り
谷
口
で
す
。
今
回

は
、厚
労
省
で
の
業
務
を
簡
単
に
お
話

し
し
ま
す
。
現
在
は
、
昨
年
に
引
き
続

き「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
室
」に
在

席
し
、全
国
の
自
治
体
や
一
般
の
方
か

ら
の
ご
意
見
を
伺
っ
て
い
ま
す
。主
な

業
務
は
、生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

に
か
か
る
全
国
調
査
の
集
計
作
業
や
、

委
託
事
業
の
事
務
関
係
等
を
担
っ
て
い

ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
に
係
る
制
度
対
応

等
に
追
わ
れ
る
日
々
で
す
が
、
１
日
も

早
い
終
息
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

霞
が
関
通
信

こ
ん
に
ち
は
中
村
で
す

問題

脳トレクイズ

★答えは「社協タイムズ」の下に掲載しています！

学
校
や
地
域
に
お
け
る
福
祉
教

育
を
よ
り
効
果
的
に
行
っ
て
い
く

た
め
、
ま
た
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ

ツ
ー
ル
と
し
て
、
福
祉
教
育
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
が
完
成
し
ま
し
た
！

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
内
容

本
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
児
童
・

生
徒
の
各
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
小

学
校
低
学
年
・
中
学
年
を「
ふ
れ
あ

う
」、小
学
校
高
学
年
を「
や
っ
て
み

る
」、
中
学
校
を「
考
え
る
」、
高
等

学
校
を「
生
き
方
を
考
え
る
」と
し
、

福
祉
に
関
わ
る
目
標
や
学
習
内
容
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
に
基
づ
い
た
具
体
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
年
ご
と
に
掲
載

し
、
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
が
福
祉

の
学
び
で
つ
な
が
る
よ
う
、
構
成
し

て
い
ま
す
。ま
た
、ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
後

半
に
は
、
福
祉
教
育
に
関
わ
る
当
事

者
の
声
や
、
各
学
校
で
の
取
組
事
例

も
掲
載
し
、
学
校
や
地
域
で
福
祉
教

育
に
取
組
む
際
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
の
経
緯

本
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
平
成
30
年

度
よ
り
、
宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会

の
モ
デ
ル
事
業
の
指
定
を
受
け
、
２

年
間
の
取
組
を
経
て
作
成
し
ま
し
た
。

都
城
市
に
は
、
市
内
す
べ
て
の
小

学
校
・
中
学
校
・
高
校
が
加
盟
す
る
、

「
都
城
市
社
会
福
祉
普
及
推
進
校
連

絡
会
」（
以
下
連
絡
会
）が
あ
り
、
福

祉
教
育
の
推
進
を
目
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

平
成
29
年
度
、
連
絡
会
加
盟
校
に

対
し
て
福
祉
教
育
に
関
す
る
実
態
調

査
を
行
っ
た
結
果
、「
福
祉
教
育
が

教
育
課
程
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な

い
た
め
十
分
な
時
間
を
割
く
こ
と
が

で
き
な
い
」、「
小
・
中
学
校
で
同
じ

体
験
学
習
が

繰
り
返
さ
れ

て
お
り
、
計
画

性
・
系
統
性
が

な
い
」
な
ど
、

様
々
な
課
題
が

明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
児

童
・
生
徒
の
発

特 集

「
福
祉
教
育
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」完
成
！
達
段
階
に
応
じ
た
福
祉
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
発
し
、
学
校
や
地
域
で
さ

ら
に
効
果
的
に
福
祉
教
育
の
取
組
が

広
が
る
よ
う
、
小
・
中
・
高
校
の
教

員
と
と
も
に
、「
福
祉
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
検
討
委
員
会
」を
立
ち
上
げ
協

議
を
重
ね
ま
し
た
。

新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
な
が

ら
、
道
徳
や
各
教
科
と
関
連
付
け
て

行
う
福
祉
教
育
や
、
高
齢
や
障
が
い

の
理
解
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
あ

る
様
々
な
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
福

祉
教
育
の
可
能
性
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
ま
と
め

ま
し
た
。
そ
し
て
、
連
絡
会
主
催
で

行
う「
福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
習
実
践
研
修
会
」で
各
学
校
や
地

域
に
お
披
露
目
し
、配
布
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
福
祉
教
育
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
も
と
に
、
地
域
や
学
校
で
実
践

を
行
い
、
さ
ら
に
検
証
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私は、医療や介護に携わる方の相談窓
口や医療・介護・福祉を繋ぐサポートを
しています。また、市民の皆様に医療の
ことを正しく知っていただくために、公
民館での講座にも力を入れています。当
センターも今年で３年目に入ります。私
にとって、この２年間は地域を支える立
場でありながら、行政・専門職・市民の
方々に支えられて、今があることを実感
しています。これからも、医療・介護・
福祉が持つ力と心を合わせて、住民の皆
様が住み慣れた地域で自分らしい暮らし
を続けることができるよう共に歩んでい
きたいと思います。

われら
ほっとワーカー

福祉のお仕事

（一社）都城市北諸県郡医師会
在宅医療・介護連携相談

支援センター

日
ひ

髙
だか

 みどりさん

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
生
活
の

ス
タ
イ
ル
が
一
変
し
ま
し
た
。日
々
の

生
活
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
、こ
れ
か

ら
の
暮
ら
し
に
希
望
を
見
い
だ
せ
な

い
方
々
が
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。行
政
は
じ
め
数
多
く
の
機
関
の
ご

尽
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、私
た
ち

も
そ
う
い
っ
た
方
々
に
少
し
で
も
寄
り

添
い
、何
ら
か
の
お
力
添
え
が
で
き
る

よ
う
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
を
一
つ
ず

つ
丁
寧
に
積
上
げ
て
参
り
ま
す
。

福祉教育ガイドブック表紙

①鯨（クジラ）①鯨（クジラ）

②鮫（サメ）②鮫（サメ）

③鯱（シャチ）③鯱（シャチ）

④海豚（イルカ）④海豚（イルカ）

この中で１つだけ違うものは何でしょう？

（一社）都城市北諸県郡医師会
都城市姫城町8街区23号

職　場

学校における福祉教育研修会

小・中・高校発達段階における福祉教育プログラム

小学校
低・中学年

小学校
高学年 中学校 高等学校

ふれあう やってみる 考える 生き方を
考える

体 験 期体 験 期 考 察 期考 察 期 自己実現期自己実現期

小中高校発達段階における福祉教育プログラム

プログラム検討委員会の様子

福祉教育・ボランティア
学習実践研修会の様子

2
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人
生
を
豊
か
にVol.2

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
紹介

作り方

材 料

Rie’s
kitchen

レシピ紹介 Vol.2

広告掲載スペース 広告掲載スペース

妻
ケ
丘
地
区
の
一
万
城
東
部
自

治
公
民
館
で
は
、
超
高
齢
社
会
に
対

応
す
る
た
め
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
や

危
険
物
、
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
等
の
収

集
方
法
を
見
直
し
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
で
、
ゴ
ミ
袋
が
重
く
て
自
治
公

民
館
ま
で
持
参
で
き
な
い
方
を
対

象
に
、
戸
別
訪
問
収
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。
利
用
者
は
事
前
に
申
込
み
を

行
い
班
長
の
承
認
と
自
治
公
民
館

長
の
許
可
を
受
け
た
方
で
す
。
収
集

は
、
地
域
を
南
北
に
分
け
て
毎
月
1

回
、第
２・４
日
曜
日
に
、役
員
を
中

心
と
し
て
個
別
に
訪
問
し
て
行
い
ま

す
。収
集
が
不
要
な
場
合
は
、「
収
集

不
要
」の
立
て
札
を
出
し
て
も
ら
い
、

毎
月
の
様
子
を
伺
う
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。
昨
年
12
月
か
ら
開
始
し
、
館

報
で
周
知
し
た
り
、
班
長
に
対
象
者

の
情
報
を
依
頼
し
た
り
し
て
、
現
在

は
５
名
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り

活
動「
友
愛
ネ
ッ
ト
活
動
」に
も
つ

な
が
り
、
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地

ゴミ収集を通して見守りも行うので、利用
されている人は安心するそうです。

ゴマ、玉ねぎ、にんにくはざく切りにし、ミキサーに入れる。調味料
も全部入れ3分ぐらい混ぜる。
容器に入れ、冷蔵庫で保存する。一週間ほどは日持ちしますよ！

ごま……………………… 80ｇ
玉ねぎ……………… 中1/2個
にんにく……………… １かけ
砂糖……………………… 30g
酢………………………… 80cc
サラダ油……………… 150cc
濃口醤油………………… 80cc
出来上がり　約500㏄

ごまドレッシング

わ
が
ま
ち
じ
ま
ん

地区紹介

妻ケ丘編

じ
ょ
じ
ょ
ん
よ
か
と
こ

私たちは未来につながる子どもたちや保護者に対してのサポー
トを目的に 2018 年に設立しました。食育、農育、自然体験や文
化芸術活動を通して、人間が本来持っている「生きる力」を育む
活動を行っています。昨年実施したこども自由陶芸では山之口
町の土から陶芸用の粘土を育て、作品を作りました。どこでもで
きる体験ではないと皆さんからも喜んでいただいています。今後
も、運営しているすくすく第 1・第 2 児童クラブ、下水流児童館、
都城の子どもたちのために、華道、茶道、陶芸などを中心に様々
な体験活動を行います。ご気軽にお問い合わせください。

NPO 法人 桜ます

管理栄養士／田
た

平
びら

 リエ

イメージキャラクター幸子を主人公にした
4 コマ漫画です。

の
学
び
で
つ
な
が
る
よ
う
、
構
成
し

て
い
ま
す
。ま
た
、ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
後

半
に
は
、
福
祉
教
育
に
関
わ
る
当
事

者
の
声
や
、
各
学
校
で
の
取
組
事
例

も
掲
載
し
、
学
校
や
地
域
で
福
祉
教

育
に
取
組
む
際
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
の
経
緯

本
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
平
成
30
年

度
よ
り
、
宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会

の
モ
デ
ル
事
業
の
指
定
を
受
け
、
２

年
間
の
取
組
を
経
て
作
成
し
ま
し
た
。

都
城
市
に
は
、
市
内
す
べ
て
の
小

学
校
・
中
学
校
・
高
校
が
加
盟
す
る
、

「
都
城
市
社
会
福
祉
普
及
推
進
校
連

絡
会
」（
以
下
連
絡
会
）が
あ
り
、
福

祉
教
育
の
推
進
を
目
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

平
成
29
年
度
、
連
絡
会
加
盟
校
に

対
し
て
福
祉
教
育
に
関
す
る
実
態
調

査
を
行
っ
た
結
果
、「
福
祉
教
育
が

教
育
課
程
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な

い
た
め
十
分
な
時
間
を
割
く
こ
と
が

で
き
な
い
」、「
小
・
中
学
校
で
同
じ

体
験
学
習
が

繰
り
返
さ
れ

て
お
り
、
計
画

性
・
系
統
性
が

な
い
」
な
ど
、

様
々
な
課
題
が

明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
児

童
・
生
徒
の
発

〒885-1102都城市下水流町3252-2（下水流児童館内）
TEL 0986-36-2393

域
で
生
活
す
る
手
助
け
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

米よ
ね

澤ざ
わ

由ゆ

美み

子こ

館
長
は
、「
高
齢
者

が
ゴ
ミ
出
し
に
困
っ
て
い
る
と
の
声

を
聞
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
始
め

ま
し
た
。
さ
ら
に
希
望
者
が
５
名
程

お
ら
れ
ま
す
。
高
齢
の
た
め
に
公
民

館
を
脱
会
す
る
人
も
増
え
て
い
る
の

で
、
会
員
を
継
続
し
、
入
会
を
増
や

す
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
…
と
考
え
て

い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
困
り
ご
と

が
わ
か
り
づ
ら
い
の
で
、
班
長
さ
ん

や
高
齢
者
ク
ラ
ブ
と
連
携
協
力
し
な

が
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
手
伝
い
等

で
き
る
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
で

す
」と
話
さ
れ
ま
す
。
利
用
さ
れ
て

い
る
方
か
ら
は
、「
歩
行
が
不
安
で

近
く
の
公
民
館
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
で

き
ず
に
困
っ
て
い
ま
し
た
。
月
1
回

の
収
集
は
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
と
安

心
し
ま
す
」と
の
声
が
聞
か
れ
て
い

ま
す
。
地
域
で
で
き
る
こ
と
に
取
り

組
み
、
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を

絶
や
さ
な
い
こ
と
が
わ
が
ま
ち
の
自

慢
で
す
！

スパゲッティサラダに利用した
り、ゆで豚にかけたり！

3



社会福祉法人 都城市社会福祉協議会広報紙「ごー！ごー !! ちいき」

あ
な
た
の
ま
ち
の
地
区
社
協

（
事
務
局
開
設
日
）

姫
城
地
区
社
協

　
場
所
／
中
央
公
民
館

　
毎
週
木
曜
日　
午
前
９
時
～
午
後
12
時

　
☎
０
８
０
－
２
７
７
２
－
９
６
５
８

妻
ケ
丘
地
区
社
協

　
場
所
／
妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

　
毎
週
水
曜
日　
午
前
９
時
～
午
後
12
時

　
☎
０
８
０
－
２
７
７
２
－
９
６
５
９

小
松
原
地
区
社
協

　
場
所
／
小
松
原
地
区
公
民
館

　
毎
週
火
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
☎
０
８
０
－
２
７
７
２
－
９
６
６
０

祝
吉
地
区
社
協

　
場
所
／
祝
吉
地
区
公
民
館

　
毎
週
月
・
火
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
☎
０
８
０
－
２
７
７
２
－
９
６
６
１

五
十
市
地
区
社
協

　
場
所
／
五
十
市
地
区
公
民
館

　
毎
週
金
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
場
所
／
今
町
多
目
的
研
修
集
会
施
設

　
毎
週
金
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後
12
時

　
☎
０
８
０
－
２
７
７
２
－
９
６
６
２

横
市
地
区
社
協

　
場
所
／
横
市
地
区
公
民
館

　
毎
週
水
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
☎
０
８
０
－
２
７
７
２
－
９
６
６
３

沖
水
地
区
社
協

　
場
所
／
沖
水
地
区
公
民
館

　
毎
週
水
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
☎
０
８
０
－
１
７
３
７
－
３
３
９
３

志
和
池
地
区
社
協

　
場
所
／
志
和
池
地
区
公
民
館

　
毎
週
火
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
☎
０
８
０
－
２
７
７
２
－
９
６
６
４

庄
内
地
区
社
協

　
場
所
／
庄
内
地
区
公
民
館

　
毎
週
火
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
☎
０
８
０
－
２
７
７
２
－
９
６
６
５

西
岳
地
区
社
協

　
西
岳
地
区
公
民
館

　
毎
週
水
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
☎
０
８
０
－
２
７
７
２
－
９
６
６
６

中
郷
地
区
社
協

　
中
郷
地
区
公
民
館

　
毎
週
水
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
☎
０
８
０
－
２
７
７
２
－
９
６
６
７

山
之
口
地
区
社
協

　
場
所
／
シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ
山
之
口
ふ
れ
あ
い
の
里

　
毎
週
火
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
☎
０
８
０
－
２
７
７
２
－
９
６
６
８

高
城
地
区
社
協

　
場
所
／
高
城
老
人
福
祉
館

　
毎
週
火
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

　
☎
０
８
０
－
２
７
７
２
－
９
６
６
９

山
田
地
区
社
協

　
場
所
／
山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
毎
週
月
・
火
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
☎
０
８
０
－
２
７
７
２
－
９
６
７
０

高
崎
地
区
社
協

　
場
所
／
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
さ
わ
や
か
館

　
毎
週
水
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
☎
０
８
０
－
２
７
７
２
－
９
６
７
１

■ 忌明寄付（４月受け入れ分） ※公職の候補者からの寄付はお断りしています。
●事務局管内 （敬称略　単位：円）
住所 寄付者 故人 寄付内容 住所 寄付者 故人 寄付内容 住所 寄付者 故人 寄付内容

野々美谷町 東　　五男 スミ子 30,000 中原町 立野　一子 一哉 50,000 平江町 佐野　善和 ミヨ子 30,000 
前田町 大原美智子 朗 20,000 庄内町 荒川内重雄 多美子 40,000 南鷹尾町 堀内　　豊 キミ子 30,000
大王町 福田　祐治 マサ子 30,000 匿名 匿名 30,000 丸谷町 新西　ハツ 増美 30,000 
丸谷町 畑中　光明 米男 20,000 姫城町 佐土原賎夫 紀子 70,000 庄内町 飛松ヨリ子 春夫 20,000
夏尾町 二見　ヨシ 清二 30,000 甲斐元町 大山　絹子 森山 サツ 30,000 上町 西河　文藏 セツ子 30,000
乙房町 稲元　紀子 久善 50,000 年見町 永山　秀男 ヤミ子 20,000 美川町 山口　リツ 利美 30,000
蓑原町 後田千代子 俊秋 50,000 菓子野町 上野　公喜 幹雄 30,000 丸谷町 茶薗　ハツ 政美 30,000 

上水流町 内村　文子 聡子 30,000 

●山之口サテライト管内
麓4区 小濱　和代 百代 10,000 西向原 川内テル子 儀美 30,000 麓３区 長竹キクエ 伸一 30,000 
麓3区 小川喜美雄 ケイ 30,000

●高城サテライト管内
穂満坊 米田美穂子 ユキエ 20,000 

●山田サテライト管内
西栫 上野　綾子 勇 30,000 竹脇 中島　秀夫 サチ子 30,000 瀬之口 志々目光子 紀男

●高崎サテライト管内
縄瀬 佐藤　凉子 甲斐カツ子 30,000 江平 前田　政純 スミエ 30,000 縄瀬 米澤　久夫 フヂエ 50,000 
江平 吉村ハツ子 幸也 30,000

■ 善意寄付（４月受け入れ分）
住所 寄付者 寄付内容 住所 寄付者 寄付内容

前田町 護国寺 お米27kg 千町 匿名 10,000
志比田町 ㈲ぎょうざの丸岡 443,208 高木町 匿名 75,000

■ フードバンク（４月受け入れ分）
寄付者 寄付内容 寄付者 寄付内容

スーパー大浦 カップ麺7箱 6.1kg 旭食品株式会社九州中央支店宮崎営業所 缶詰 希少糖 他 30kg

社会福祉法人都城市社会福祉協議会では、みなさまからいただいた善意寄付や忌明寄付を福祉向上のために使わせていただいております。
掲載事項につきましては、ご本人の承諾を得ております。なお、空欄（寄付内容等）につきましては、寄付者の希望により掲載しておりません。

み な さ ま の 善 意 あ り が と う ご ざ い ま す

発行
社会福祉法人 都城市社会福祉協議会
事務局 ☎25−2123
山之口サテライト ☎57−4577
高城サテライト ☎58−3279
山田サテライト ☎64−2200
高崎サテライト ☎62−3422

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
４
月
に
休
業
要
請
が
行
わ
れ
て

か
ら
、
た
く
さ
ん
の
お
店
で
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。
休
み
の
日
は
、
い

ろ
ん
な
お
店
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
頼
ん
で

お
う
ち
で
食
べ
る
こ
と
が
私
の
楽
し
み

で
す
。
都
城
市
内
で
も
、
２
４
０
以
上
の

お
店（
５
月
８
日
現
在
、
都
城
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
）で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
展
開

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
行
っ
た

こ
と
の
な
い
お
店
に
行
っ
て
み
る
の
も
い

い
で
す
ね
！
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
通
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

闘
う
飲
食
店
の
方
々
を
微

力
な
が
ら
応
援
し
て
い
き

た
い
で
す
。（
仙
波
）

編 集 後 記

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

高
齢
者
に
関
す
る
総
合
相
談

窓
口
で
す
。
都
城
市
内
に
７
ヶ
所
設

置
し
て
い
る
機
関
で
、
高
齢
者
の
皆

さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、介
護・

福
祉
・
健
康
・
医
療
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
面
か
ら
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を

支
え
ま
す
。
家
族
、
地
域
住
民
、
介

護
支
援
専
門
員
な
ど
か
ら
受
け
た
い

ろ
い
ろ
な
相
談
ご
と
を
、
適
切
な
機

関
と
連
携
し
て
解
決
に
努
め
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
っ
て
ど
ん
な

制
度
で
す
か
？

認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精

神
障
が
い
な
ど
の
理
由
で
判

断
能
力
の
不
十
分
な
方
々
は
、不
動

産
や
預
貯
金
な
ど
の
財
産
を
管
理
し

た
り
、身
の
ま
わ
り
の
世
話
の
た
め

に
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
へ

の
入
所
に
関
す
る
契
約
を
結
ん
だ
り

す
る
必
要
が
あ
っ
て
も
、自
分
で
こ

れ
ら
の
こ
と
を
す
る
の
が
難
し
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
に
不

利
益
な
契
約
を
結
ん
で
し
ま
い
、悪

徳
商
法
の
被
害
に
あ
う
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。こ
の
よ
う
な
判
断
能
力
の
不

十
分
な
方
々
を
保
護
し
、支
援
す
る

の
が
成
年
後
見
制
度
で
す
。

出
典
： 

法
務
省「
成
年
後
見
制
度
～

成
年
後
見
登
記
制
度
～
」

連
載
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」

明
道
小
学
校
で
は
、
例
年
、
４
年

生
が「
福
祉
」
を
テ
ー
マ
に
、
様
々

な
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の「
知
り
た
い
」「
調

べ
た
い
」「
相
手
の
立
場
に
立
っ
て

も
っ
と
考
え
た
い
！
」と
い
う
主
体

性
を
大
切
に
、
１
学
期
は
、「
キ
ラ

リ
・
地
域
の
お
年
寄
り
」と
題
し
て

高
齢
者
に
つ
い
て
学
び
、
２
学
期
は

「
盲
導
犬
と
生
き
る
・
キ
ラ
リ
人
」

と
題
し
て
盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー
の
蔵く

ら
元も

と

茂し
げ

志し

さ
ん
か
ら
、
日
頃
の
生
活
の
様

子
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
そ
の
学

び
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が「
蔵
元

さ
ん
へ
お
礼
の
お
手
紙
を
書
き
た

い
！
」と
い
う
目
標
を
み
つ
け
、
３

学
期
に
は「
点
字
学
習
」に
取
り
組

み
、点
字
の
お
手
紙
を
届
け
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
不
自
由
さ
だ
け
で
は
な
く
、

「
キ
ラ
リ
」と
光
る
素
敵
な
と
こ
ろ

を
発
見
す
る
こ
と
で
、
同
じ
社
会
に

生
き
て
い
る
喜
び
や
尊
敬
の
気
持

ち
、
そ
し
て
、
共
に
手
を
取
り
合
っ

て
生
き
よ
う
と
す
る
強
い
気
持
ち

へ
と
導
く
こ

と
を
ゴ
ー
ル

に
、
1
年
間

か
け
て
積
極

的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

QA 福
祉
な
ん
で
も

相
談
コ
ー
ナ
ー

QA

★脳トレクイズの答え ②鮫（鮫以外は哺乳類）

都
城
市
立
明
道
小
学
校

SYA
K

YO
 T

IM
ES

社
協
タ
イ
ム
ズ
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